
(1） 第210号 広 報 あ か い け 昭和55年7月1日 

Irn 幸，

西覇
発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 丑（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,407 人 （増21) 

男 4,510 人 （増11) 

女 4,897 人 （増10) 

世帯数 3,041世帯（増10) 

出生 10人 転入 68人 

死亡 8人 転出 49人 

(55年5月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（ォープンを待つばかりのプール・写真〔左上〕は子供用フpール） 

7月20日オープン予定（50 - F L'究itti,, 

) 

赤池町ボタ山下に、昨年4月から赤池町50mプールと幼児子供用フ’ニル工事に着手して 

おりましたが、近く完成し、いよいよ7月20日よりォープンの予定です。このプ＝ルは敷 

地面積約7, 775m、管理棟妃0mの大規模なもので、プールは県開就事業、管理棟は町過J 

疎事業で行われたものです。特徴は、プ＝ルの管理棟の外壁と通路に「上野焼大型共同作 

業場」でつくられた陶板タイルを使用しており、これまでにも市場ノ」学校や中尾保育所な 

どにも使用されております。これから先、夏休みに入る子供たちにとっては、とても素適 

なプレゼントになりそうです。なお、この総合運動公園内には、今年3月完成のテニスコ 

ート、バレーコート各2面、53年10月ォープンの町民球場や陸上競技場など多くが、現在 

町民に利用されております。 （テニス、バレーコートも7月20日同時にォープンの予定。） 
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川
投
票
率
前
回
を
上
回
る
川
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
参
議
院
議
 

員
通
常
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
 

官
国
民
審
査
が
六
月
二
十
二
日
、
午
前
 

七
時
か
ら
町
内
三
カ
所
（
役
場
旧
第
一
一
 

公
民
館
、
上
野
小
体
育
館
、
中
尾
生
活
 

館
）
の
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
、
五
、
 

八
三
五
人
が
午
後
六
時
ま
で
に
投
票
し
 

ま
し
た
。
 

五
月
三
十
日
参
議
院
、
六
月
二
日
衆
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『赤池町投 

票結果．ノ 

、
 

議
院
に
公
示
さ
れ
た
史
上
初
の
同
日
選
 

挙
は
、
各
党
よ
り
衆
議
院
五
人
（
定
数
 

四
人
）
、
参
議
院
地
方
区
六
人
（
定
数
 

三
人
）
の
立
候
補
者
に
よ
り
激
戦
が
展
 

開
さ
れ
、
投
票
率
は
衆
院
選
八
三
・
七
 

〇
％
、
参
院
選
地
方
区
八
三
・
六
六
％
 

と
前
回
を
上
回
る
審
判
と
な
り
ま
し
た
。
 

開
票
は
翌
日
、
二
十
三
日
午
前
八
時
 

か
ら
町
民
会
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、
当
 

日
の
有
権
者
数
は
六
、
九
七
一
人
で
、
衆
 

参
両
院
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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最
審
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査
 
五
、
七
五
穴
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」
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九
．
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各
候
補
者
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得
票
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③
衆
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院
議
員
候
補
者
別
得
票
数
 

ユ
疋
数
四
人
〕
 

●
田
中
 
六
助
（
自
民
党
）
一
一
、
七
五
五
票
 

●
春
永
 

乎
（
無
所
属
）
 

三
」
ハ
票
 

●
三
浦
 

久
（
共
産
党
）
 

五
二
三
票
 

●
中
西
せ
き
介
（
社
会
党
）
一
、
七
〇
一
票
 

●
か
じ
 

清
（
公
明
党
）
 

五
九
六
票
 

（
届
出
順
位
）
 

③
参
議
院
議
員
候
補
者
別
得
票
数
 

《
地
方
辱
定
数
三
人
 

●
も
と
む
ら
和
喜
（
自
民
党
）
 

一
「
一
八
票
 

●
く
わ
な
義
治
（
公
明
党
）
 

七
八
七
票
 

●
小
柳
 

勇
（
杜
会
党
）
一
一
、
〇
】
一
一
票
 

●
有
馬
 
和
子
（
共
産
党
）
 

五
一
八
票
 

●
真
崎
 

洋
（
階
鵬
）
 

一
五
票
 

●
く
ら
う
ち
修
治
（
自
民
党
）
二
七
二
一
票
 

（
届
出
順
位
）
 

《
全
国
馬
 

●
別
表
掲
載
の
と
お
り
。
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也
洋
榔
英
洋
吾
雄
之
郵
典
郎
夏
雄
一
広
清
武
一
市
生
 

亮
幸
 

金
永
あ
け
昌
工
 
い
重
 

凄
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一
「
重
哲
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孝
 

東
英
知
寿
啓

1
1
一
干
敏
英
 

道
甚
励
正
 

パ
島
藤
本
 

田
井
野
雌
中
茂
郷
馴
醤
木
田
東
橋
谷
藤
田
橋
木
浦
野
ち
木
鷺
助
の
永
間
原
か
部
山
わ
本
田
京
辺
露
難
 

の
 

し
 

た
 

一 

12
 

． 
ー
．
ー
：
一
ー
ー
ー
；
i

ー
」
h

「
ノ
ー
』
元
ヌ
．
フ
，
動
l

ョ
ロ
L
J
2
E

長
災
ブ
ロ
オ
月
 

加
青
内
a

邸
太
安
辰
叱
山
丸
東
目
加
関
鈴
長
山
高
大
斉
宮
高
鈴
松
坂
い
立
上
加
麗
安
福
畑
塩
岡
中
酒
松
岡
梶
渡
＼
片
山
田
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勝
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町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
ー
 

六
月
八
日
（
日
）
、
赤
池
町
体
育
協
会
 

主
催
の
第
十
三
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

大
会
が
男
子
町
民
会
館
、
女
子
市
場
小
 

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
男
子
五
チ
ー
ム
、
 

女
子
十
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
各
地
 

域
の
声
援
の
中
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
 

し
た
が
、
男
子
は
九
支
所
の
壁
は
厚
く
 

破
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
 

女
子
は
不
敵
を
誇
っ
て
い
た
十
五
支
所
 

が
破
れ
、
八
支
所
に
栄
冠
が
輝
き
ま
し
 

た
。
な
お
、
初
参
加
の
女
子
チ
ー
ム
、
 

高
尾
団
地
や
二
十
一
支
所
の
今
後
の
発
 

展
を
期
待
し
ま
す
。
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※
初
優
勝
の
喜
び
の
声
 

A及
、
初
め
て
優
勝
し
て
皆
ん
な
大
 

喜
び
で
す
。
こ
の
六
年
間
試
合
を
や
っ
 

て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
一
試
合
か
一
一
 

試
合
で
負
け
て
、
優
勝
は
夢
の
又
夢
で
 

し
た
。
そ
れ
が
今
年
は
優
勝
、
そ
れ
も
 

強
敵
伏
原
チ
ー
ム
を
破
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
優
勝
が
で
き
た
の
も
早
 

谷
コ
ー
チ
と
チ
ー
ム
皆
ん
な
の
団
結
力
 

の
お
陰
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
皆
 

ん
な
で
練
習
を
積
み
、
一
生
懸
命
頑
張
 

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
ギ
ャ
プ
テ
ン
）
梅
木
田
ミ
チ
子
 

立
花
利
光
氏
が
表
彰
さ
れ
る
 

『
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
』
 

昭
和
三
十
二
年
よ
り
田
川
交
通
安
全
 

活
動
に
精
進
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
に
 

尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
功
労
 

が
認
め
ら
れ
、
去
る
五
月
二
十
八
日
、
 

福
岡
市
西
日
本
新
聞
会
館
に
お
い
て
福
 

岡
県
知
事
よ
り
本
町
の
立
花
利
光
氏
圃
 

歳
（
大
字
市
場
）
が
、
昭
和
五
十
五
年
 

度
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
 

し
た
。
 

立
花
氏
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
今
 

日
ま
で
の
長
き
に
亘
り
交
通
安
全
活
動
 

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、
田
川
交
通
安
全
 

協
会
赤
池
支
部
の
副
支
部
長
及
び
赤
池
 

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
々
員
を
在
任
 

し
て
お
り
ま
す
。
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田
川
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
特
別
賛
助
者
 

中
辰
組
 
立
花
建
設
 
香
月
建
設
 

亀
谷
建
設
 
竹
沢
建
設
 
斉
藤
建
設
 

熊
谷
組
 
大
島
工
務
店
 
太
田
建
業
 

明
治
赤
池
事
務
所
 
太
田
敏
生
（
郵
便
 

局
長
）
 

山
本
家
具
店
 
稲
垣
商
店
 

亀
井
精
肉
店
 
藤
井
酒
店
 
門
司
酒
店
 

石
橋
商
店
 
金
畑
角
店
 
秋
元
金
物
 

店
 
明
昭
機
工
脚
 
下
田
川
ラ
イ
オ
ン
 

ズ
ク
ラ
ブ
 

田
中
清
山
窯
元
 
興
国
寺
 

窯
元
 
英
興
窯
元
 

歯
の
ク
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
4

に
 10 

人
が
 

『
健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
会
』
 

赤
池
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
 

子
ど
も
育
成
連
・
教
育
委
員
会
主
催
の
 

「
健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
会
」
が
、
 

六
月
八
日
（
日
）
、
町
民
会
館
で
田
川
歯
 

科
医
師
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
内
よ
り
百
六
十
人
の
子
ど
も
た
ち
 

の
参
加
で
、
歯
科
医
師
会
に
よ
る
検
診
、
 

歯
科
衛
生
士
会
に
よ
る
人
形
劇
・
ゲ
ー
 

ム
・
ス
ラ
イ
ド
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
 

も
た
ち
に
正
し
い
歯
み
が
き
と
、
歯
の
 

予
防
を
と
、
こ
の
大
会
で
実
践
指
導
が
 

な
さ
れ
、
歯
み
が
き
体
操
の
後
、
き
れ
 

い
で
丈
夫
な
歯
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
十
人
 

が
決
定
し
、
入
賞
者
に
記
念
品
の
カ
タ
 

テ4

が
、
ま
た
参
加
者
全
員
に
エ
ン
ピ
 

ツ
、
三
角
定
規
、
ヤ
ク
ル
ト
ー
本
が
贈
 

の
カ
 

ー
、
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

ー
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

o 

井
ノ
ロ
っ
ょ
t
（
園
児
）
瓜
生
田
ま
 

さ
子
（
園
児
）
市
川
晶
子
（
一
年
）
 

太
 

田
か
ず
ゆ
き
（
一
一
年
）
 

長
谷
川
あ
す
か
 

和
名
 
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
 

書
物
の
虫
ぽ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
 

文
書
を
ひ
ろ
げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
 

の。 1
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
昨
ン
タ
m
) 

国
民
安
全
の
日
 

全
国
安
全
週
間
始
ま
る
 

2
日
（
水
）
 

半
夏
生
 

4
日
（
金
）
 

米
国
独
立
記
念
日
 

7
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
嫡
ン
タ
世
 

七
タ
・
小
暑
 

11 

日
（
金
）
 

尖
肩
砥
園
太
鼓
 

12 

日
（
土
）
 

養
命
大
学
（
細
獣
）
酬
鵬
 

13 

日
（
日
）
 

精
霊
会
・
ぽ
ん
迎
火
 

14 

日
（
月
）
 

検
疫
記
念
日
 

15 

日
（
火
）
 

う
ら
ぽ
ん
 

16 

日
（
水
）
 

ぽ
ん
送
り
・
や
ぶ
入
り
 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

18 

日
（
金
）
 

婦
人
学
級
（
細
鵬
）
田
嶋
 

19 

日
（
土
）
 

勤
労
青
少
年
の
日
・
土
用
 

20 

日
（
日
）
 

海
の
記
念
日
 

学
校
夏
休
み
（
小
・
中
学
校
）
 

23 

日
（
水
）
 

乳
幼
児
学
級
（
細
鵬
）
酬
鵬
 

ふ
み
の
日
・
大
暑
 

26 

日
（
土
）
 

養
命
大
学
（
細
駅
）
酬
鵬
 

27 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
ン
タ
m
) 

土
用
の
丑
 

31 

日
（
木
）
直
方
多
賀
神
社
夏
越
祭
り
 

(J ウ
 

（一一年） 

と
う
た
け
と
（
三
年
）
 

太
田
 

と
し
ひ
ろ
（
三
年
）
竹
沢
な
お
ゆ
き
（
 

四
年
）
 

立
花
直
美
（
中
一
）
 

原
田
直
子
 

（
中
二
）
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

赤
池
B

（第 
11 

支
所
）
チ
ー
ム
 

田
川
郡
婦
人
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

田
川
郡
社
会
体
育
振
興
協
会
主
催
の
 

第
九
回
田
川
郡
婦
人
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
大
会
が
六
月
一
日
（
日
）
、
郡
内
七
カ
 

町
村
よ
り
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
盛
 

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
よ
り
A

・B
ニ
チ
ー
ム
が
参
 

加
し
、
A
チ
ー
ム
は
伏
原
、
B
チ
ー
ム
 

は
十
支
所
を
主
体
と
し
た
チ
ー
ム
で
、
 

A
チ
ー
ム
は
川
崎
町
の
強
敵
ニ
チ
ー
ム
 

を
相
手
に
善
戦
し
ま
し
た
が
、
む
な
し
 

く
破
れ
決
勝
リ
ー
グ
に
は
進
出
で
き
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
 

B
チ
ー
ム
は
リ
ー
グ
 

優
勝
し
て
決
勝
に
駒
を
進
め
ま
し
た
が
、
 

優
勝
チ
ー
ム
の
中
津
原
に
破
れ
、
前
年
 

度
優
勝
チ
ー
ム
の
大
宝
に
も
力
及
ば
ず
 

四
位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
敢
闘
賞
を
手
に
し
た
選
手
 

た
ち
は
、
来
年
度
に
新
た
な
フ
ア
イ
ト
 

を
燃
し
て
お
り
ま
す
。
朝
早
く
よ
り
審
 

判
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
谷
川
恵
久
先
生
 

や
応
援
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
 

ま
し
た
。
 

【A
チ
ー
ム
】
予
選
リ
ー
グ
 

〇
赤
池
2
 

A
 

（購H
皿
」
昌
引
ワ
ー
ズ
 

(
m
H
m
」
l
川崎 

〇赤讐（鏡）2
川崎親友会 

【B
チ
ー
ム
】
予
選
リ
ー
グ
 

〇
赤
池
2
 

B
 

〇
赤
池
2
 

B
 

、 21 
~
 10 
ノ 
ー
金
田
 

ノ 21 
1

6
、 

シ
ス
タ
ー
ス
 

G
 
91
 

)0
川
崎
峰
小
 

【
準
優
勝
戦
】
 

〇
赤
噌
（
m
ロ“)2
香春中津 

【
三
位
決
定
戦
】
 

〇
赤
讐
（
“
ロ
加
）
2
川
崎
大
宝
 

2
香
春
中
津
原
 

⑥
選
手
紹
介
（
A
チ
ー
ム
）
 

監
督
池
田
昇
 
元
吉
多
賀
子
 
亀
谷
 

不
コ
子
 
吉
田
紀
子
 
亀
谷
貞
子
 
小
 

笹
砂
代
 
早
川
久
美
子
 
香
月
京
子
 

河
本
キ
ヌ
ェ
 
安
武
た
つ
子
 
田
鹿
千
 

恵
子
 

⑨
選
手
紹
介
（
B
チ
ー
ム
）
 

監
督
池
永
直
俊
 
辰
己
ヒ
サ
子
 
西
 

園
照
子
 
木
月
貴
子
 
福
原
俊
子
 
口
 

石
ヒ
ロ
子
 
高
林
悦
子
 
林
公
子
 
柴
 

田
千
津
代
 
池
田
美
賀
子
 
渡
和
代
 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 



け
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第210号 昭和55年7月1日 け し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

題 「童 子」 

優秀作品に “三宅嘉一さん，, 

6月例会 『写団フアミリー』 

6月13日（金）午後7時から町民会館において会員11名が出席 

し、 126点の作品の合評をした。 

《今月の優秀作家・カラーの部》 

一席「村田義美」、二席「光井英一」、三席「三宅嘉一」 

四席「戸塚栄太郎」、五席「三角勝一」、六席「花井一洋」 

（評）今月は三宅さんの作品ですが、さすがに子供の写真は撮 

り馴れているだけ無難にまとめていますね。望遠レンズで写し 

ているためバックのぽけ具合がちょうどよく、子供がより強調 

されて好感のもてる作品になっています。 （早谷克粘） 

． 、’ "“、‘、‘、‘'

池永弘子さん 

(25歳） 

赤池中組 

「
一
一
十
一
世
紀
へ
の
飛
溺
」
 
と
い
う
 

テ
ー
マ
を
か
か
え
て
、
第
十
回
福
岡
県
 

青
年
の
船
の
団
員
と
し
て
、
六
月
十
六
 

日
よ
り
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、
中
華
人
 

民
共
和
国
を
訪
間
し
ま
し
た
。
 

二
週
間
と
い
う
は
じ
め
て
の
長
い
船
 

旅
。
び
っ
し
り
詰
ま
っ
た
研
修
ス
ケ
ジ
 

ユ
ー
ル
に
追
い
ま
く
ら
れ
た
船
内
生
活
 

は
、
制
約
さ
れ
た
団
体
生
活
で
最
初
は
 

辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
時
 

は
洗
た
く
屋
に
、
あ
る
時
は
カ
メ
ラ
マ
 

ン
に
、
ま
た
、
あ
る
時
は
デ
ッ
ギ
を
磨
 

く
掃
除
婦
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
日
 

一
日
と
中
国
へ
向
か
う
希
望
と
期
待
が
 

大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
、
そ
れ
が
喜
び
に
 

変
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
 

広
州
、
上
海
で
の
参
観
活
動
で
は
、
 

行
く
先
々
で
個
人
の
旅
行
で
は
味
わ
う
 

こ
と
が
で
き
な
い
中
国
人
民
の
熱
烈
な
 

歓
迎
を
う
け
ま
し
た
。
広
大
な
大
地
、
 

緑
の
平
野
の
中
で
、
こ
つ
こ
つ
と
働
く
 

人
々
、
発
展
途
上
に
あ
る
中
国
は
、
日
 

本
に
比
べ
る
と
、
農
業
、
工
業
面
な
ど
 

遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
 

四
つ
の
近
代
化
を
目
指
し
て
の
仕
事
に
 

14- 16歳が全体の7割 
低年齢化が一層進む 

。
 

県
青
年
の
船
 

対
す
る
情
熱
に
、
す
べ
て
が
こ
れ
か
ら
 

と
い
っ
た
生
き
生
き
と
し
た
も
の
を
感
 

じ
ま
し
た
。
 

学
習
に
対
し
て
も
非
常
に
意
欲
的
で
、
 

毛
主
席
の
思
想
の
も
と
に
徹
底
し
た
教
 

育
、
し
つ
け
が
な
さ
れ
、
国
家
体
制
の
 

ち
が
い
を
痛
感
し
ま
し
た
。
 

ど
こ
を
参
観
し
て
も
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
 

く
瞳
が
、
笑
顔
が
、
私
た
ち
を
迎
え
て
 

く
れ
ま
し
た
。
 

中
国
青
年
と
の
交
歓
会
で
は
、
友
好
 

の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
こ
の
感
激
を
、
こ
の
ま
ま
日
 

本
に
持
ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

私
が
こ
の
青
年
の
船
で
得
た
も
う
ー
 

つ
の
も
の
、
そ
れ
は
友
情
で
す
。
船
酔
 

い
で
は
げ
ま
し
あ
い
、
研
修
で
共
に
学
 

び
、
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
、
別
れ
の
 

悲
し
さ
を
共
に
味
わ
っ
た
こ
の
長
い
団
 

体
生
活
に
よ
っ
て
芽
生
え
た
か
け
が
え
 

の
な
い
友
情
で
す
。
 

私
に
と
っ
て
二
度
と
な
い
経
験
だ
っ
 

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
尊
い
経
験
を
、
 

こ
の
素
晴
ら
し
い
友
情
を
、
少
し
で
も
 

地
域
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
 

た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

今
は
た
だ
、
こ
の
青
年
の
船
の
参
加
 

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
感
謝
 

の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

池田真里子さん 

(21歳） 

赤池岩屋組 

私
は
、
第
十
回
日
中
友
好
福
岡
県
青
 

年
の
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
 

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
五
月
十
六
日
 

の
出
航
か
ら
二
十
九
日
の
帰
航
ま
で
、
 

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
二
週
間
…
。
そ
 

の
間
に
、
今
ま
で
の
生
活
で
は
得
ら
れ
 

な
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
数
多
く
の
事
を
 

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十
二
日
ま
 

で
の
広
州
市
参
観
活
動
で
は
、
ギ
リ
ガ
 

そ
び
ょ
う
 

ミ
や
織
物
の
工
場
い
ー
『
祖
廟
」
と
い
う
 

0
 

,
 

早
い
う
ち
に
つ
み
と
ろ
う
 

総翻（隷器網 
欝 
食鷲義 

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
非
行
に
走
る
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
風
船
が
 

だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
で
、
や
が
て
パ
チ
 

ー
ン
と
は
じ
け
る
よ
う
に
、
徐
々
に
非
 

行
へ
の
道
に
深
入
り
し
て
い
き
ま
す
。
 

こ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行
へ
の
 

ク
き
ざ
し
ク
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

子
供
の
非
行
防
止
も
、
病
気
の
場
合
 

と
同
じ
よ
う
に
力
早
期
発
見
4

が
大
切
 

で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
 

の
生
活
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が
ら
、
 

非
行
の
“
芽
カ
を
早
い
う
ち
に
つ
み
と
 

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。
 

寺、 

「
夢
闇
公
社
」
、
 

「
中
山
大
学
」
 

「
第
一
幼
稚
園
」
等
に
行
き
ま
し
た
。
 

中
で
も
、
中
山
大
学
の
学
生
た
ち
を
 

始
め
、
各
種
工
場
で
働
き
な
が
ら
独
学
 

で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
々
の
勉
 

強
に
対
す
る
意
欲
に
は
、
目
を
見
張
る
 

ば
か
り
で
し
た
。
 

日
本
と
は
異
な
る
社
会
体
制
で
あ
り
、
 

い
く
ら
一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
、
自
分
 

の
実
力
を
実
際
に
た
め
す
機
会
が
少
な
 

い
中
国
の
人
た
ち
。
 

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
懸
命
に
私
た
 

ち
に
語
り
か
け
て
き
た
の
で
す
。
現
在
 

の
日
本
人
（
私
も
含
め
て
）
に
、
あ
れ
 

ほ
ど
の
勤
勉
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
 

う
考
え
た
時
、
淋
し
さ
と
共
に
、
は
ギ
 

子
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非
 

行
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、
非
行
の
 

ク
き
ざ
し
4

の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
 

ま
し
た
。
 

●
ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号
 

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い
 

た
り
、
親
の
顔
を
ま
と
も
に
み
な
い
 

で
、
あ
い
ま
い
な
返
事
し
か
し
な
い
 

ウ
ソ
が
露
見
し
て
も
平
気
な
顔
を
す
 

る
よ
う
に
な
る
。
 

●
成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン
 

得
意
な
科
目
の
成
績
ま
で
目
に
み
 

え
て
落
ち
、
テ
ス
ト
の
結
果
も
見
せ
 

な
く
な
る
。
 

か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
又
、
第
一
幼
 

稚
園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
、
 

あ
の
可
愛
い
ら
し
さ
。
し
か
し
、
全
託
 

（
週
託
）
に
対
し
て
、
 

「
可
愛
い
そ
う
 

」
と
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
社
会
体
制
 

の
違
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
 

五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
上
 

海
市
参
観
活
動
で
は
、
上
海
動
物
園
、
 

工
人
新
村
、
少
年
宮
や
、
上
海
東
洋
彫
 

刻
工
場
等
へ
行
き
ま
し
た
。
 

上
海
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
 

や
は
り
「
少
年
宮
」
で
し
た
。
子
ど
も
 

の
持
つ
能
力
を
十
二
分
に
引
き
出
す
た
 

め
の
「
少
年
宮
」
。
し
か
し
、
英
才
教
 

育
と
い
う
よ
り
も
、
遊
び
も
含
む
ゆ
と
 

り
あ
る
教
育
で
し
た
。
 

朝
の
つ
ど
い
に
始
ま
り
、
各
種
研
修
 

で
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
。
そ
れ
で
も
 

そ
の
規
則
正
し
い
生
活
の
中
で
、
少
し
 

づ
つ
時
間
の
使
い
方
も
わ
か
り
、
集
団
 

生
活
の
む
づ
か
し
さ
と
共
に
、
寝
起
き
 

を
共
に
し
た
者
同
志
の
連
帯
感
を
感
じ
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
別
研
 

修
や
地
域
別
研
修
で
は
、
お
互
い
の
意
 

見
を
率
→
旦
に
出
し
合
い
、
本
当
に
充
実
 

し
た
研
修
で
し
た
。
 

事
前
研
修
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
。
 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
船
酔
い
で
苦
し
み
な
 

が
ら
聞
い
た
弓
場
船
長
の
船
長
講
話
、
 

夜
空
の
星
を
久
し
ぶ
り
で
仰
ぎ
見
た
星
 

座
教
室
。
全
て
、
素
晴
ら
し
い
講
義
で
 

し
た
。
 

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
生
か
 

し
、
今
後
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
 

す
す
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

り
J
 

J
 
I
ノ 

、
」
 覇 

●
ふ
ら
り
と
外
出
す
る
 

目
的
の
あ
る
外
出
で
は
な
く
て
、
 

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
外
 

出
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
。
 

●
親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
増
え
る
 

「
な
ん
て
い
う
名
前
な
の
」
と
聞
 

い
て
も
、
 

「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
マ
ー
坊
」
 

と
い
っ
た
あ
い
ま
い
な
返
事
を
す
る
 

よ
う
に
な
る
。
 

●
服
装
や
髪
形
を
し
き
り
に
気
に
す
る
 

小
遣
い
で
は
買
え
な
い
高
価
な
ぺ
 

ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
 

セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。
 

●
多
額
の
小
遣
い
を
要
求
す
る
 

お
か
ね
の
浪
費
が
め
だ
ち
、
時
に
 

は
親
の
さ
い
ふ
か
ら
、
こ
っ
そ
り
ぬ
 

き
と
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
 

●
タ
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
 

食
べ
盛
り
で
、
以
前
は
い
つ
も
空
 

腹
を
訴
え
て
い
た
の
が
、
食
べ
な
く
 

な
る
。
学
校
の
帰
り
に
、
ス
ナ
ッ
ク
 

な
ど
の
た
ま
り
場
に
寄
り
道
を
し
て
 

い
る
場
合
が
多
い
。
 

衛
 
生
 
だ
 
よ
 
り
 

伝
染
病
予
防
対
策
 

消
化
器
伝
染
病
 

〇
生
水
は
、
煮
沸
後
の
む
。
 

〇
生
物
は
、
出
来
る
だ
け
と
ら
な
い
。
 

〇
食
器
は
、
使
用
前
に
必
ず
煮
沸
し
、
 

水
を
き
っ
て
伏
せ
た
ま
ま
か
わ
か
し
、
 

不
潔
な
フ
キ
ン
を
使
用
し
な
い
。
 

〇
手
洗
い
は
、
石
け
ん
で
十
分
洗
ら
い
 

特
に
用
便
後
、
又
は
調
理
、
食
前
に
 

励
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
出
 

来
れ
ば
消
毒
液
で
手
を
洗
い
、
そ
の
 

後
、
流
水
で
洗
う
こ
と
も
必
要
…
。
 

o
暴
飲
、
暴
食
を
し
な
い
こ
と
。
睡
眠
 

等
に
よ
り
疲
労
を
快
復
す
る
。
 

そ
の
他
の
伝
染
病
 

〇
家
屋
内
外
の
清
掃
を
す
る
。
 

〇
フ
ト
ン
、
タ
オ
ル
等
の
日
光
消
毒
を
 

す
る
。
 

眼
病
対
策
 

〇
患
者
発
生
し
た
時
は
届
け
出
る
。
 

〇
患
者
は
眼
科
医
の
診
断
を
受
け
る
。
 

〇
患
者
は
必
ず
別
の
タ
オ
ル
、
洗
面
器
 

等
を
使
用
す
る
。
 

o
水
泳
、
プ
ー
ル
を
禁
止
す
る
。
 

〇
公
衆
浴
場
に
対
し
て
注
意
す
る
。
 

〇
衛
生
教
育
を
行
う
。
 

住
民
課
衛
生
係
 

W
一 

W
末
 

W
末
 

業

 

W
一 

WA 

W
一 

J
 

●
読
書
の
内
容
が
変
わ
る
 

ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
を
こ
っ
そ
り
読
 

ん
で
い
る
。
 

●
か
く
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
う
 

非
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最
初
 

の
段
階
で
喫
煙
す
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
な
 

ど
に
か
く
し
て
い
た
り
、
ニ
オ
イ
が
 

す
る
か
ら
注
意
し
て
み
る
。
 

●
な
げ
や
り
な
二
I
O
葉
遣
い
が
多
く
な
る
 

ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
べ
つ
し
、
 

コ
ハ
カ
ら
し
い
」
な
ど
と
な
げ
や
り
 

な
こ
と
ば
を
吐
く
。
成
績
が
悪
い
の
 

も
、
親
や
教
師
の
せ
い
に
す
る
よ
う
 

に
な
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
ク
兆
候
4

か
ら
子
供
 

の
心
を
読
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

子
供
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、
ど
う
 

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
 

原
因
は
 

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
適
 

切
な
処
置
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

※
第
 30 

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

七
月
一
日
ー
三
十
日
ま
で
 

力
防
ご
う
非
行
 
助
け
よ
う
」
」
直
り
カ
 

田
川
区
保
護
司
会
 

赤
池
町
保
護
司
会
 


